
◆情報発信の取組み

◆写真展示会 計10回

▽ｲｵﾝﾓｰﾙ山形南,まなびあﾃﾗｽ,ｴｺﾛｼﾞｰｶﾞｰﾃﾞﾝなど

◆マスメディアによる情報発信 TV放送計３回

▽R３.6 （YTS）「やまがた百景第１弾」

▽R３.10 （YTS）「やまがた百景第２弾」

▽R3.11 （YBC）「やまがたサンデー5」

◆ SNSによる国外向け情報発信

▽ 台湾市場向けフェイスブックのSNS発信

（観光文化スポーツ部との連携）

◆R3事業実施アンケート
▽ﾌｫﾄ･ﾑｰﾋﾞｰｺﾝﾃｽﾄ、ｽﾏﾎｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰの参加者へアンケートを実施

事業への自由意見欄の結果

◆事業イベントの結果

▽Instagramﾌｫﾄ･ﾑｰﾋﾞｰｺﾝﾃｽﾄ

▽スマホスタンプラリー
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フォトコンテスト応募数

2311

9565

※R3は2/18現在

24倍

H27.11月～R3.5月 R3.6.1以降
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スタンプラリー実施結果（年度別）

参加者数 スタンプ数 応募数

スタンプ発行数2.9倍

参加者数1.4倍
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QRコード読取り数（年度別）

前年同期比

0.94倍
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HPアクセス者数（年度別）

前年同期比

1.06倍

QRコード読取者の県内外分析

HP訪問者は前年同期間比1.06
倍。QR読取り数は前年同期間
比0.94倍。

ビューポイントへの県外から
の来訪者率は、コロナ流行前
に比べ27％減と大幅な落込み
となっている。

Instagramフォロワー増加率は1.3倍で、ウェ
ブ上で景観物語ファンが堅調に増加。フォト
コン応募はアナログ開催の前年と比べ24倍。

R3スタンプラリー参加者は、前年総数に比べ
1.4倍、スタンプ2.9倍、応募2.5倍。SNSフォ
トコン開催の相乗効果により、スタンプラリ
ー参加者も倍増。

ポイント
増加

周辺情報
要望

事業継続
事業周知
指摘

環境整備
要望

景品拡充
要望

その他 回答数

28 20 7 11 4 14 30 114

24.6% 17.6% 6.1% 9.6% 3.5% 12.3% 26.3% 100.0%

「ポイントのさらなる指定を要望する」意見が最も多く、次いで周辺の情報の
充実化、景品拡充の順に多くなっている。

４人に１人が
「景観物語ビューポイントの増加」を要望

（R3.6.1～9.30回収分 有効回答114）

令和３年度やまがたの誇れる景観魅力発信事業について（報告） 資料－３

第２回山形県景観形成審議会

◆ HPアクセス数、現地標識QRコード読み取り数



やまがた農泊ガイドブックへの広告掲載について【R03事業】



①小中学生を対象とした景観出前授業【新規】

②県民を対象とした景観探検まちあるき【新規】

③業者団体・大学・山形市と連携した広告景観コンテスト【新規】

④ビューポイント追加指定やランキング【新規】

⑤魅力発信コンテンツ制作(Youtube,YTS,ガイドブック等)【新規・拡充】

⑥Instagramフォトコンテストの開催【継続】

⑦フォトコンテスト写真展示会【継続】

⑧ビューポイント周辺環境の整備【拡充】

【１】誇れる景観を学ぶ場の提供

【２】誇れる景観の情報発信

【３】誇れる景観の環境整備

県民意識

の醸成

地域

活性化

⑨景観サポーター知事感謝状【新規】

目 的 現 状 課 題

① 将来に渡り景観を整備・保全
する県民意識の醸成

② 地域の個性や多様な交流の
促進による地域活性化

・Instagramフォトコン等によりVP来訪者が増加。

・VPを通じて県民、市町村の景観への関心の高まり。

・市町村における景観地域づくりの取組みの停滞。

・地域で景観保全に取り組む団体等が多数存在する。

・SNSを利用しない世代等への発信が不足。

・誇れる景観を十分に掘り起こせていない。

・市町村はマンパワー不足で余裕がない。

・高齢化により、景観保全の継続が困難。

対応方針；上記を踏まえ、以下の３つの柱を軸に取組みをすすめる。

今後のやまがたの誇れる景観魅力発信事業について 県土利用政策課今後のやまがたの誇れる景観魅力発信事業について（報告）



景観保全に関する県民意識の醸成

【１】誇れる景観を学ぶ場の提供 【２】誇れる景観の情報発信 【３】誇れる景観の環境整備

（１）景観出前授業 【新規・R4～】

市町村と連携し、小・中学生を対象とした景観の

出前授業を実施

（２）景観探検まちあるき 【新規・R4～】

地域住民がまちあるきを通じて地域の魅力ある
景観を再認識

（３）広告景観コンテスト 【新規・R4～】

県・山形市・屋外広告
業団体・東北芸工大で
優れた屋外広告物と
屋外広告デザインの
コンテストを共催

（１）Instagramフォトコン・写真展【継続】

（２）景観魅力発信コンテンツ【新規・拡充】

追加指定したVPや眺望景観資産などを盛り込んだ

Webコンテンツ（HP、YouTube）【R4～】や景観

ガイドブック「やまがた景観百物語」【R5】を出版

（１）景観VPの指定・周辺環境整備
【拡充】

一般公募、市町村推薦等によりVPを追加指定し

案内看板の設置など周辺環境を整備

（２）景観サポーター知事感謝状
【新規・R6～】

地域の景観を保全する取組みをしている団体や個人

に対して感謝状を交付し、他地域の取組みを促す

景観を活かした地域活性化 活力ある地域社会の実現

事業内容 【R4～R6年までの3年間、重点的に取り組む】

景観ガイドブック「やまがた景観百物語」（仮称）イメージ

YTSとのコラボ企画
「やまがた百景

×景観物語」
TV放送+YouTube

今後のやまがたの誇れる景観魅力発信事業について 県土利用政策課今後のやまがたの誇れる景観魅力発信事業について（報告）


